『誰でもわかる地図の見方・コンパスの使い方』

―安全に山に登る為の登山教室―
＜講習内容＞　　　　　　　　　　　　　　2003年度
第1回　3月１７日（月）
１．地図の見方、　地図は見るだけではなく読むものです。

· 地図の縮尺と実際の距離、等高線の計曲線と主曲線の距離を覚えよう。

· 等高線から山の形や谷の形をイメージする。

· 磁北線を引いて等高線別に色分けをしよう。

· コンパスの使い方、現在位置の確定や山座同定はどうするの。

☆　用意するもの2万5千分の1の地図、コンパス、鉛筆、消しゴム、

第2回　３月２４日（月）　
２．コンパスの使い方、　道に迷った時あなたならどうします。

· 道がなくなっている、地図にない道がある、前回の地図の見方を思い出してみよう。

· 完全にいま自分が何処にいるのか分からなくなった時は。

· ガスがかかって前が見えない時はむやみにうごかない。

· ホワイトアウトになったら。

· いざとなったら気持ちを切り替えてヴバーグ(緊急露営)をしよう。

☆　前回の地図、コンパス

第3回　４月６日（日）
３．実際にコンパスを使って山座同定やストレートウォークを行います。

○　高崎・観音山（予定）で実際にコンパスを使い山座同定やストレートウォークをします。

☆　用意するもの昼食、2万5千分の1の地図、コンパス、鉛筆、消しゴム、

第一回～第二回講習会

＜時　  間＞　PM　8：00～10：00

＜場　  所＞　ICI石井スポーツ　高崎店

＜定　  員＞　２０名

＜講 習 費＞　各1000円

＜講　  師＞　長岡健一（日本山岳ガイド連盟　認定ガイド）

＜備　  考＞　シルバコンパス・地図などの教材が必要です
　　　第三回講習会

＜時　  間＞　PM　9：００～１５：００　　集合：８：３０　石井スポーツ高崎店　

＜場　  所＞　榛名山（予定）

＜定　  員＞　２０名

＜講 習 費＞　3000円

＜講　  師＞　長岡健一（日本山岳ガイド連盟　認定ガイド）

＜備　  考＞　昼食・シルバコンパス・地図などの教材が必要です
『誰でもわかる地図の見方・コンパスの使い方』

―安全に山に登る為の登山教室―

第１回　３月14日（金）

1． 地図の見方、　地図は見るだけではなく読むものです。
· エアリアのような登山地図と25000/1のような地形図との使い方の違い

縮尺の違いもあるが、等高線の使いやすさが違う。登山地図では道やピークで現在位置を見ようとするのに対して、地形図では尾根や谷又は沢などで現在位置を特定する点などの違い。

視界が無い時などエアリアでは現在位置を特定するのが難しい。

○　地図を読むには、いろいろな約束ごとを覚える

地図記号をマスターする　　等高線、道路、人工物、行政区界、植生、など

広葉樹、　　　針葉樹、　　　ハイマツ地、　　　しの地、　　　荒地、　　　湿地

植生で情報を得るとき、ハイマツは高山帯にできる低木林で風が強く、気温が低い場所に生える。しの地は笹薮を示し、春にはネマガリ竹が採れるが、冬は雪崩の危険大

地形の名称　山頂(ピーク)、鞍部(コル)、乗越(峠)、主稜、支稜、キレット(窓)、基部など

＊　地形図で言う右岸、左岸はピークから見て右が右岸、左が左岸

· 地図の縮尺と実際の距離、等高線の計曲線と主曲線の距離を覚えよう。

25000/1の地形図では　地図上の1cmが25000cm＝250ｍ、1kmが4cmで表されている

主曲線は10ｍ間隔で引いてあり、50mごとに太い計曲線が記されている

　　主曲線の幅が1mmの場合斜度は22°、2mmでは11°、5mmでは5°、0.5mmでは39°

· 1cmは250mだからtan25分の10で計算

· 等高線から山の形や谷の形をイメージする。

実際に地形図に先ず尾根、続いて谷を鉛筆で入れてみよう。

見分けずらい尾根、間違いやすい沢が分かってくればしめたもの。

稜線における5つの確認ポイント

1．ピークの位地、2．コルの位置、3．支尾根の分岐、4．前後左右の斜面の傾斜、

5．道が稜線の何処を通っているか、

　　尾根を見るときは高いほうから、沢を見るときには低いほうから。

· 磁北線を引いて等高線別に色分けをしよう。

磁北とはコンパスが示す磁針方位の北のこと、通常日本では６°～７°前後西をさす。このことを西偏という。

· 真北は北極星の位置

· 磁北はカナダ北部ハドソン湾のあたり、北極点より約11°ずれている。

· 6°50”は6°プラス60分の50°　　　　　　注6.5°ではない

· コンパスの使い方、現在位置の確定や山座同定はどうするの。

コンパスの基本　現在位置の確認、目標の方向の確認、目標物の同定、

正置

＊　持ち方、周囲に磁気がないか(電気や金属など)、送電線、ガードレール、ナイフ、ライター、ジッパーなど

＊　コンパスを操作して目標の位置や方向を測定すること＝クロスベアリング

＊　目標物から現在位置を割り出すこと＝バックベアリング

☆各自用意したいもの2万5千分の1の地図、コンパス、鉛筆、消しゴム、

MEMO

　日本山岳ガイド連盟　認定ガイド　長岡健一

『誰でもわかる地図の見方・コンパスの使い方』

―安全に山に登る為の登山教室―

第２回　３月24日（金）
２．コンパスの使い方、道に迷った時あなたならどうします。

· 道がなくなっている、地図にない道がある、前回の地図の見方を思い出してみよう。

＊何処にいるのか分らないが登山道にはいる場合

＊先ずいま来た道を思い出しながら地形や植生なども考慮に入れて現在位置を確認してみる。

＊次に目標物からの角度で判定をしよう。このときの注意点は現在位置がコンパスの進行方向に無く、180度逆の方向にある。この方法をバックベアリングと言う。

· 完全にいま自分が何処にいるのか分からなくなった時は。

＊二点以上の目標物からのバックベアリングで現在位置を判定する

· ガスがかかって前が見えない時は基本的にはむやみにうごかない。

· ホワイトアウトになってどうしても動かなければならない時には。

＊完全にロストした場合の究極の脱出方法

　　　　＊ストレートウォーク(直進法)とは

· いざとなったら気持ちを切り替えてフォーストビバーグ(緊急露営)をしよう。

　＊ビバーグの目的は休むこと、睡眠を取ること、危険な夜間などの行動を避けること、

　＊落石や土砂崩れ鉄砲水、あるいは風雨を避けられる安全な場所。つまり安定した場所で体を濡らさないということが大切。

　＊むやみに動き回り体力を消耗してからでは辛い夜になるばかりか、ビバーク地の選定にも誤る危険性が多い。

＊ビバーグでは食べて暖かくして、できる限り眠ることである。

　＊ビバーグに役立つ装備　　　　　ツェルト、シート類、ゴアカッパ上下、ライト、ライター、非常食、ガスコンロ、ラジオ、など

　＊冬は雪洞の利用が有効

☆前回の地図、コンパスとサンプルとしてレスキューシート、ツェルト、細引き、など

memo

　日本山岳ガイド連盟　山の案内人　長岡健一

『誰でもわかる地図の見方・コンパスの使い方』

―安全に山に登る為の登山教室―

第３回　4月6日（日）　

３．屋外に出て実際に地図とコンパスを使って山座同定してみよう。
